	　　　　　　　　　分離信号運動の経緯

	
	
	
	

	１９９２年（平成4年）
	11月11日
	八王子市上川橋交差点にて

	
	
	
	長谷元喜くん（11）左折ダンプにより亡くなる

	
	
	11月20日
	上川口小学校教職員一同から八王子警察署長宛陳情書

	
	
	
	「歩行者用信号が青の時には、車両用信号が

	
	
	
	　全面赤になるようにして貰いたい。」回答なし

	１９９３年（平成5年）
	6月13日
	長谷さん写真展

	
	
	7月15日
	上川橋交差点分離信号改善の陳情書と署名1万6361名、　

	
	
	
	警察庁長官、八王子警察署長宛提出　回答なし

	
	
	11月11日
	警視庁交通管制課へ回答を聞きに行く

	
	
	
	「信号は守られている。直す必要はない。」

	１９９４年（平成6年）
	1月28日
	八王子市26町会、4自治会、20団体、6企業で再陳情書提出　

	
	
	
	追加署名入れて2万1526名　回答なし

	１９９５年（平成7年）
	11月2日
	都行政（警視庁）を東京地裁へ提訴　「上川橋交差点に

	
	
	
	安全性の高い分離信号を設置するべきだった」

	１９９７年（平成9年）
	12月25日
	地裁判決　棄却

	
	
	12月30日
	東京高等裁判所へ控訴

	１９９８年（平成10年）
	8月28日
	高裁判決　棄却

	２０００年（平成12年）
	　6月
	船橋市中山競馬場入り口交差点分離信号化に関する陳情を

	
	
	
	船橋市議会全会一致で可決　実現

	
	
	
	こののち市川市　八王子市　東京都　岐阜市でもとりあげる

	２００２年（平成14年）
	1月～
	全国100ヶ所で分離信号を試験運用　半年後事故は7割減少

	
	
	3月
	八王子市上川橋交差点に10年かかって分離信号実現

	２００３年（平成15年）
	4月～
	5年間で分離信号を倍増（1600ヶ所を2倍に）させる予定。

	２００６年(平成18年)　3月末
	全国の信号は１９万１８００基

	
	
	
	そのうち分離信号は３９００基　約2％
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